
い
く
中
で
、
地
方
豪
族
も
聖
徳
太
子
に
な
ら
っ
て
寺
を
造
る
も
の
が
多
く

出
て
き
た
。
阿
倍
氏
の
阿
倍
寺
（
奈
良
県
磯
城
郡
阿
倍
）、
太
秦
氏
の
広
隆

寺
（
京
都
市
右
京
区
蜂
岡
町
）、
吉
備
氏
の
吉
備
寺
（
奈
良
県
磯
城
郡
吉

備
）、
等
が
主
な
も
の
で
あ
る
が
、
飛
鳥
寺
の
造
営
が
始
め
ら
れ
て
か
ら

三
七
年
目
の
推
古
天
皇
三
十
二
年
（
六
二
四
）
に
は
、
全
国
の
寺
院
の
数
・

僧
尼
数
等
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
僧
数
八
一
六
人
、
尼
数

五
六
九
人
、
寺
院
四
六
か
所
が
建
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
単
純
に
僧
尼
数
と
寺
院
数
と
を
計
算
す
る
と
、
一
寺
院
に
三
〇

人
ほ
ど
の
僧
侶
た
ち
が
働
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
四
六
か
所
の
寺

院
は
主
と
し
て
近
畿
地
方
を
中
心
に
調
査
し
た
数
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ

が
、
こ
れ
よ
り
七
〇
年
を
経
っ
た
持
統
天
皇
六
年
（
六
九
二
）
に
、
再
度

諸
国
の
寺
院
数
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
五
四
五
か
寺
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。
半
世
紀
以
上
の
年
月
の
間
に
十
数
倍
の
寺
院
数
に
な
っ
て
お

り
、
天
智
・
天
武
・
持
統
と
続
く
天
皇
時
代
に
、
仏
教
興
隆
に
伴
っ
た
寺

院
造
立
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
背
景
に
は

六
世
紀
代
に
渡
来
し
た
渡
来
者
集
団
が
、
仏
教
徒
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高

く
、
寺
院
の
造
立
や
造
瓦
・
建
築
な
ど
高
度
な
技
術
面
を
前
提
に
、
仏
教

を
媒
介
と
し
て
、
そ
の
普
及
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
河
内
国
の
西
文
漢

氏
の
各
寺
院
や
、
豊
前
地
方
に
存
在
す
る
古
代
寺
院
跡
等
か
ら
想
定
さ
れ

る
。釈

迦
入
滅
後
の
寺
院
は
、
塔
と
金
堂
が
存
在
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て

い
た
と
言
わ
れ
、
釈
迦
の
仏
舎
利
を
塔
に
祀
る
こ
と
が
中
心
に
な
っ
て
い

る
。
日
本
で
は
発
掘
調
査
な
ど
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
若
草
伽
藍
や
飛

鳥
寺
、
更
に
四
天
王
寺
な
ど
は
金
堂
が
塔
よ
り
も
先
に
造
立
さ
れ
て
い
た

事
実
が
あ
る
。
な
ぜ
塔
よ
り
も
金
堂
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
が
、
蘇

我
馬
子
が
、
仏
像
を
祀
る
た
め
に
家
を
祓
い
浄
め
て
寺
と
し
た
こ
と
や
、

仏
教
伝
来
時
の
仏
像
に
対
す
る
欽
明
天
皇
の
表
現
が
「
隣
国
の
神
の
姿
を

見
て
喜
び
躍
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
金
銅
仏
に
対
す
る
尊
敬
の
念
が
優
先

し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

塔
と
金
堂
を
囲
む
回
廊
内
は
聖
域
と
し
て
考
え
ら
れ
た
。
伽
藍
の
完
成

が
そ
れ
で
あ
り
、
一
塔
三
金
堂
の
飛
鳥
寺
（
法
興
寺
）
が
建
立
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
飛
鳥
寺
は
、
昭
和
三
十
二
年
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
高
句
麗

清
岩
里
廃
寺
や
定
陵
寺
と
同
じ
伽
藍
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
お
り
、
塔
を
中
心
に
東
・
西
・
北
方
向
に
金
堂
を
配
し
、
中
門
と

講
堂
を
結
ぶ
回
廊
が
巡
る
伽
藍
配
置
で
あ
る
。

二

豊
前
に
お
け
る
渡
来
人
の
活
動

渡
来
人
と
技
術
文
化

弥
生
時
代
か
ら
と
言
っ
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
、

中
国
や
朝
鮮
か
ら
の
渡
来
人
た
ち
に
よ
り
、
稲

作
の
普
及
・
青
銅
器
や
鉄
の
文
化
・
墳
墓
、
そ
し
て
人
間
の
思
想
に
ま
で

も
及
ぶ
仏
教
文
化
等
、
日
本
の
文
化
論
を
形
成
す
る
に
至
る
原
点
が
も
た

ら
さ
れ
た
。

特
に
古
墳
時
代
は
朝
鮮
半
島
か
ら
移
住
し
て
き
た
渡
来
人
た
ち
に
よ
っ

て
、
先
進
技
術
と
多
く
の
文
化
が
持
ち
込
ま
れ
た
。
大
和
朝
廷
の
支
配
層

第３編 古 代

360



の
約
三
分
の
一
は
、
渡
来
系
の
人
た
ち
で
あ
っ
た
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い

る
。
歴
史
の
中
で
そ
の
根
拠
と
な
る
の
が
一
度
だ
け
あ
り
、
五
世
紀
後
半

ご
ろ
、
大
和
朝
廷
は
朝
鮮
南
部
の
諸
国
と
直
接
的
に
交
易
交
渉
に
入
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
の
朝
鮮
半
島
は
、
高
句
麗
・
新
羅
・
百
済
の

三
国
が
成
立
し
、
東
ア
ジ
ア
の
動
乱
時
期
で
も
あ
っ
た
。
四
六
〇
年
ご

キ

レ
イ

ろ
、
百
済
王
権
を
確
立
し
た
木
�
満
致
が
、
倭
国
と
対
外
交
渉
を
積
極
的

に
す
す
め
、
そ
れ
に
因
ん
で
渡
来
系
集
団
が
倭
国
に
続
々
と
入
っ
て
き

た
。
北
部
九
州
か
ら
瀬
戸
内
・
畿
内
の
各
拠
点
と
な
る
占
地
に
は
、
今
ま

で
に
な
い
先
進
的
な
思
想
・
技
術
・
軍
事
等
を
持
っ
た
移
住
民
が
定
着

し
、
従
来
の
土
着
民
に
属
し
て
、
多
く
の
文
化
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ

る
。渡

来
人
の
導
入
し
た
文
化
の
足
跡
は
、
畿
内
・
九
州
等
を
中
心
に
、
東

は
関
東
地
方
一
帯
ま
で
、
墳
墓
・
寺
院
・
神
社
な
ど
多
く
の
遺
跡
か
ら
そ

の
痕
跡
を
発
見
で
き
る
。
北
部
九
州
の
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

・
墳
墓
…
須
玖
岡
本
遺
跡
、
吉
武
高
木
遺
跡
、
竹
原
古
墳
、
王
塚
古
墳

・
官
衙
…
大
宰
府
史
跡
、
そ
の
他

・
山
城
…
大
野
城
、
水
城
、
基
肄
城
、
鞠
智
城
、
怡
土
城
、
そ
の
他

雷
山
、
高
良
山
、
女
山
、
御
所
ヶ
谷
、
そ
の
他

・
寺
院
…
天
台
寺
、
垂
水
廃
寺
、
椿
市
廃
寺
、
木
山
廃
寺
、
そ
の
他

・
神
社
…
宗
像
大
舎
、
香
春
神
社
、
比
売
許
曽
社
、
そ
の
他

等
多
く
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
、
出
土
遺
物
等
か
ら
百
済
・
高
句
麗
・
新
羅

系
な
ど
と
区
別
さ
れ
、
渡
来
人
の
歴
史
的
背
景
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

は
た

渡
来
系
集
団
の
中
で
、
代
表
さ
れ
る
の
は
「
秦
氏
」
や
「
漢
氏
」
で
あ

る
。
彼
ら
の
多
く
は
畿
内
を
中
心
に
移
住
し
、
倭
か
ら
日
本
へ
と
変
わ
る

六
〜
七
世
紀
の
国
家
形
成
時
期
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

「
漢
氏
」
は
普
通
「
東
漢
氏
」
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
彼
ら
は
弁
辰

安
邪
国
・
安
羅
国
な
ど
の
朝
鮮
慶
尚
南
道
咸
安
地
方
に
あ
っ
た
国
の
人
た

ち
で
、
手
工
業
技
術
や
外
交
・
軍
事
面
で
活
躍
し
て
い
る
。
始
祖
を
「
阿

知
使
王
」
と
い
い
、
そ
の
子
供
「
都
加
使
主
」
と
共
に
応
神
天
皇
時
代
に

渡
来
し
た
と
の
伝
説
が
『
雄
略
記
』
七
年
の
条
（
四
六
三
）
に
書
か
れ
て

ゆ

づ
き
の
き
み

い
る
。
秦
氏
の
始
祖
の
弓
月
君
は
秦
の
始
皇
帝
の
子
孫
で
あ
る
と
い
う

よ
う
に
、
漢
氏
・
秦
氏
共
に
出
自
は
史
実
性
が
な
い
と
言
わ
れ
、
倭
国
へ

は
漢
氏
の
ほ
う
が
秦
氏
よ
り
先
に
渡
来
し
た
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い

る
。「

秦
氏
」
は
『
古
事
記
』
応
神
天
皇
の
巻
に

こ
の
御
世
に
（
中
略
）
秦
造
の
祖
（
中
略
）
参
渡
り
来
つ

と
あ
り
、
更
に
『
日
本
書
紀
』
応
神
天
皇
十
四
年
の
条
に
は
弓
月
君
の
渡

来
伝
承
が
記
さ
れ
て
い
る
。
秦
氏
は
新
羅
系
の
渡
来
人
と
み
る
説
が
有
力

で
、
漢
氏
が
官
僚
的
な
コ
ー
ス
を
た
ど
っ
た
の
に
対
し
、
秦
氏
は
養
蚕
織

絹
を
扱
う
繊
維
工
業
や
農
業
等
に
優
れ
、
地
域
の
土
豪
族
的
な
広
が
り
を

見
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、
豊
前
国
・
大
和
国
・
山
城
国
・
摂
津
国
・
近
江

国
・
播
磨
国
等
日
本
各
地
に
そ
の
由
来
・
名
称
・
名
字
等
が
現
在
も
残
っ

て
い
る
。

秦
氏
は
当
初
、
朝
廷
か
ら
山
城
の
地
を
与
え
ら
れ
、
そ
こ
を
本
拠
地
と
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し
て
発
展
し
た
。
最
も
深
く
関
与
し
た
の
は
欽
明
天
皇
の
政
権
時
代
で
、

国
家
的
財
政
役
を
担
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
特
に
六
世
紀
半
ば
に
は
周
防
灘

沿
岸
か
ら
北
部
九
州
一
帯
を
経
済
的
な
活
動
範
囲
と
し
、
そ
の
組
織
力

は
、『
新
羅
姓
氏
録
』
に
九
二
部
（
村
落
単
位
か
）・
一
万
八
六
七
〇
人
い

た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
推
古
天
皇
中
ご
ろ
に
は
秦
氏
も
盛
隆
期
を

迎
え
、
そ
の
名
を
後
世
に
残
す
ほ
ど
に
な
っ
た
。

ま
た
、
秦
氏
は
仏
教
の
信
仰
集
団
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
漢
氏
ほ

ど
の
実
力
者
は
い
な
い
が
、
聖
徳
太
子
の
隠
然
実
力
者
と
で
も
い
う
べ
き

は
た
の
か
わ
か
つ

「
秦
河
勝
」
は
、
五
八
七
年
に
仏
教
崇
拝
の
是
非
を
巡
っ
て
の
事
件
に
、

「
軍
の
政
人
」
を
務
め
た
と
い
う
。
聖
徳
太
子
に
近
侍
し
、
武
器
・
兵

士
・
食
糧
・
そ
の
他
の
軍
事
的
責
任
者
と
し
て
献
身
的
な
活
躍
を
し
た
わ

け
で
あ
る
。『
広
隆
寺
縁
起
』（
八
三
八
）
に
は
、
秦
河
勝
は
山
城
秦
氏
の

首
長
で
、
聖
徳
太
子
亡
き
後
、
新
羅
か
ら
仏
像
と
金
塔
・
舎
利
等
が
送
っ

て
き
て
、
太
秦
の
�
野
秦
寺
（
広
隆
寺
）
を
造
立
し
、
そ
れ
ら
を
寺
に
納

め
菩
提
を
弔
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

秦
氏
の
入
豊

秦
氏
は
豊
前
地
方
に
も
土
豪
族
と
し
て
君
臨
し
た
。

こ
の
渡
来
人
「
秦
氏
」
が
、『
正
倉
院
文
書
』
中
の
大

宝
二
年
（
七
〇
二
）
の
「
豊
前
国
戸
籍
帳
断
簡
」
に
明
ら
か
に
記
さ
れ
、

そ
の
所
在
を
少
な
か
ら
ず
た
ど
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
大
宝
二
年
の
戸

籍
は
美
濃
・
筑
前
・
豊
前
・
豊
後
の
四
か
国
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
記
載

内
容
か
ら
美
濃
国
戸
籍
は
淨
御
原
令
に
、
他
の
三
か
国
は
大
宝
令
に
依
拠

し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

豊
前
国
の
戸
籍
帳
に
は
「
上
三
毛
郡
塔
里
」、「
上
三
毛
郡
加
自
久
也

里
」、「
仲
津
郡
丁
里
」
の
三
つ
が
記
さ
れ
て
い
る
。

か
す
き

え

『
和
名
類
聚
鈔
』
に
よ
る
と
、
上
毛
郡
加
目
久
也
里
は
上
毛
郡
炊
江

か
じ

や

郷
の
地
で
、
旧
山
田
村
又
は
旧
黒
土
村
に
「
梶
屋
」
の
地
名
が
残
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
小
田
富
士
雄

は
こ
の
両
地
の
一
方
を
加
目

久
也
里
と
推
定
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
た
だ
見
逃
せ
な

い
の
は
、
奈
良
時
代
に
豊
前

市
大
村
付
近
に
「
炊
江
庄
」

が
置
か
れ
て
お
り
、
旧
山
田

村
か
ら
旧
黒
土
村
一
帯
に
そ

の
地
を
広
げ
る
必
要
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
更
に
「
男

ぬ

ひ

三
一
人
、
女
四
三
人
、
奴
婢

一
二
人
」
と
あ
り
、
家
族
人

数
は
八
七
人
、
二
七
人
、
一

六
人
の
三
戸
が
記
さ
れ
て
い

る
。
律
令
制
時
は
一
家
を
一

戸
と
見
な
し
て
は
い
な
か
っ

た
よ
う
で
、
戸
は
集
落
の
単

位
の
可
能
性
が
あ
り
、
三
戸

正
倉
院
文
書
（
大
宝
二
年
）

「
豊
前
国
戸
籍
帳
断
簡
」

上
三
毛
郡
塔
里

和
名
類
聚
鈔

秦

部

六
六

塔

勝

四
九

上
毛
郡
多
布
郷

強

勝

六

調

勝

一

築
城
郡
樢
木
郷

梢

勝

一

楢

勝

一

難

波

部

二

海

部

一

物

部

一

膳
大
伴
部

一

上
毛
郡
加
目
久
也
里

和
名
類
聚
鈔

秦

部

二
六

河

辺

勝

一
六

上

屋

勝

一
三

下
毛
郡
上
身
郷

膳
大
伴
部

四

飛

鳥

戸

四

刑

部

二

膳

部

一

浴

部

一

無

姓

七
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と
い
う
と
三
集
落
を
示
し
て

い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
律
令
制
に
よ
る
と

「
里
」
は
五
〇
戸
か
ら
な

り
、
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）

に
郷
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
三
郡
里
を
比

較
す
る
と
、
仲
津
郡
丁
里
が

最
も
多
く
、
な
か
で
も
秦
部

と
勝
姓
の
人
口
が
圧
倒
的
に

多
い
こ
と
が
分
か
る
。
仲
津

郡
丁
里
は
直
接
的
に
『
和
名

類
聚
鈔
』
の
郷
名
と
符
合
す

る
も
の
は
な
い
が
、
左
記
の

勝
姓
の
所
在
は
あ
る
程
度
推

定
で
き
る
。

・
阿
射
弥
勝
（
仲
津
郡
呰

見
郷
）
は
現
在
の
豊
津

町
大
字
呰
見
付
近

・
高
屋
勝
（
仲
津
郡
高
屋

郷
）
は
犀
川
町
大
字
下

高
屋
付
近

・
狭
度
勝
（
仲
津
郡
狭
度
郷
）
は
築
城
町
大
字
上
城
井
付
近

こ
の
こ
と
か
ら
、
仲
津
郡
丁
里
は
京
都
郡
を
中
心
と
し
た
地
域
が
想
定
さ

れ
、
秦
姓
の
多
い
渡
来
系
の
人
た
ち
が
在
住
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
。
ち
な
み
に
「
勝
」
姓
は
「
ス
グ
リ
」
と
読
む
向
き
も
あ
り
、
渡
来

す
ぐ
り

人
系
の
小
首
長
に
与
え
ら
れ
た
姓
で
、
後
の
「
村
主
」
で
あ
る
と
言
わ

れ
、
各
地
域
へ
の
土
着
性
の
強
い
氏
族
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

上
毛
郡
塔
里
の
所
在
は
山
国
川
上
流
の
旧
唐
原
村
・
旧
友
枝
村
あ
た
り

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
新
羅
系
瓦
を
出
土
す
る
新
吉
富

村
の
垂
水
廃
寺
や
三
光
村
の
塔
の
熊
廃
寺
の
存
在
は
、「
塔
里
在
住
の
塔

勝
」
を
考
古
学
的
に
裏
付
け
る
資
料
と
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
上
毛
郡
と
仲
津
郡
の
秦
姓
と
勝
姓
の
も
つ
人
口
比
率

は
、
総
人
口
の
九
五
％
を
占
め
て
お
り
、
秦
姓
・
勝
姓
を
も
つ
人
た
ち
が

前
述
の
渡
来
人
に
通
じ
る
と
す
れ
ば
、
豊
前
国
は
渡
来
人
に
よ
る
影
響
が

最
も
強
い
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
小
田

富
士
雄
は
「
上
代
の
豊
前
地
方
に
お
け
る
秦
氏
を
総
管
者
と
す
る
部
民
の

集
団
が
村
落
を
形
成
し
て
い
た
」
と
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。

『
続
日
本
紀
』
に
よ
る
と
、
秦
氏
の
部
民
た
ち
は
地
域
開
発
に
貢
献

し
、
そ
の
主
な
職
業
は
農
耕
と
機
織
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
資

料
に
、
八
世
紀
代
の
平
城
京
出
土
木
簡
の
中
に
、
豊
前
地
方
か
ら
京
へ
の

貢
物
と
し
て
「
綿
」
と
書
か
れ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

時
代
は
若
干
下
る
が
、
天
長
四
年
（
八
二
七
）
に
「
勝
」
姓
に
つ
い
て

の
記
事
が
見
え
る
。

仲
津
郡
丁
里

和
名
類
聚
鈔

秦

部

二
三
九

丁

勝

五
一

仲
津
郡
丁
里

狭

度

勝

四
五

仲
津
郡
狭
度
郷

川

辺

勝

三
三

古

溝

勝

一
五

大

屋

勝

一
〇

下
毛
郡
大
家
郷

高

屋

勝

三

仲
津
郡
高
屋
郷

阿
射
弥
勝

一

仲
津
郡
砦
見
郷

黒

田

勝

一

門

勝

一

田

部

勝

一

物

部

四

車

持

部

三

鴨

部

三

大

神

部

二

日

奉

部

二

宗

形

部

二

難

波

部

二

矢

作

部

一

中

臣

部

一

	

部

一

建

部

一

家

部

一

錦

織

部

一

高

桑

部

一

生

部

一

春

日

部

一

刑

部

一

無

姓

四
九

不

詳

二
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天
長
四
年
正
月
丁
亥
、
豊
前
国
下
毛
郡
擬
大
領
蕨
野
勝
宮
守
（
略
）

（『
類
聚
国
史
』
巻
五
四
・
節
婦
の
項
）

彼
ら
渡
来
人
の
活
躍
が
後
世
に
ま
で
浸
透
し
て
い
た
の
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

三

採
銅
事
業
と
渡
来
人

龍
骨
の
山
と
銅
生
産

香
春
岳
は
南
か
ら
一
ノ
岳
・
二
ノ
岳
・
三
ノ
岳

と
称
し
、
近
年
は
石
灰
岩
の
採
掘
が
著
し
く
、

『
豊
前
国
風
土
記
』
逸
文
中
に
あ
る
鹿
春
神
（
新
羅
神
）
を
祀
る
、
龍
骨

の
山
と
し
て
信
仰
を
あ
つ
め
て
き
た
に
し
て
は
忍
び
な
い
様
相
を
呈
し
て

い
る
。

渡
来
人
を
示
す
史
料
に
『
豊
前
国
風
土
記
』
逸
文
が
あ
る
。

豊
前
国
風
土
記
曰
、
田
河
郡
、
鹿
春
郷

此
郷
之
中
有
河
年
魚
在
之
、
其
源
従
郡

東
北
杉
坂
山
出
、
直
指
正
西
流
下
、
添
會
真
漏
河
焉
、
此
河
瀬
清
淨
、
因
號
清
河
原

村
、
今
謂
鹿
春
郷
訛
、
昔
者
、
新
羅
国
神
、
自
度
到
来
、
住
此
川
原
、
便
即
名
曰
鹿

春
神
、
又
郷
北
有
峯
、
頂
有
沼

黄
楊
樹
生
、
兼
有
龍
骨
、
第
二
峯
、
有
銅
并
黄
楊

龍
骨
、
第
三
峯
、
有
龍
骨
、（
略
）

（『
続
日
本
紀
』
巻
十
）

文
面
は
当
時
の
香
春
町
風
情
を
詠
っ
て
お
り
、
香
春
岳
を
龍
骨
の
山
（
一

峯
・
二
峯
・
三
峯
）
と
称
し
、
銅
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
杉
坂
山
を
源
と

す
る
川
水
は
清
く
す
み
年
魚
（
鮎
）
が
捕
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、「
昔
者
、

新
羅
国
神
、
自
度
到
来
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
新
羅
の
渡
来
人
が
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